
日するとともに,人位差の可能性,サル指問紋における

同様の渦巻き方向との関連にも言及しながら,成果のと

りまとめを行った｡全体を通じて,いちじるしい左右手

間の机lJEiが注目される｡

4) テナガザル二足渉行の筋電図的研究3)

岡田守彦 ･早川清治

finewire電撞によりEMGを導出するための超小型

ブリアムプを開発した.これをもちいて,テナガザルの

二足歩行における下肢筋の活動を詳細に分析中である｡

5) 新世界ザルの系統学的 ･形態学的研究

班 辺 毅

コ｡ソビア領のアマゾンに生息する10属11位の新世界

ザルの分布様式と亜塩のレベルでの同定をおこなった｡

これをもとに下肢帯筋の比較解剖と筋3大臼歯の退化の

問題にとりくんでいる｡

6) ニホンザルの成長

渡 辺 毅

嵐山A群と志賀A群の生体計測にもとづくデータを拭

断的方法により分析した｡志兜の群れに関しては継続調

査を計画しているが,志rtA群のニホンザルは従来調査

されてきたなかではもっとも大きな体格を示している｡

今後は各地に生息するニホソザルのデータを畜群すると

ともに,個体追跡による縦断的方法での成長バターンの

研究もあわせおこない,種としてニホンザルの成長バタ

ーソを明らかにしていきたい｡

論 文

1)Iwamoto,M.(1975):OnaSkullofafossil

macaquefromtheShikimizulimestonequarry

intheShikokudistrict,Japan.PrimaEcs,16:
83-94.

2)Okada,M.(1975):Localmotorperformance

testinginearlyadolescence.JZBPSynthesis,
Vol.2Anthrot)OZogicaZandgeneticstudieson
thcJailanCSC:Pp3191324

3) 渡辺毅 (1975):新世界ザルの起源,季刊入坑学,

6(1):174-198.

報 告 そ の 他

1) 渡辺 叡(1974):カケタ河のサルの分布 (I)(Ⅰ)

(Ⅲ)モソキー18(135):32｢38,18(136):6111,18
(137):22-27.

2) 淡辺 毅(1974):南米大陸の鵬乳動物相とその変遷

アニマ,No.21.

学 会 発 表

1) 指紋における渦状紋隆線の渦巻き方向について (節

3)石田英突 ･木村交 ･R.Tuttle(シカゴ大)との
共同研究

3報)-利き手との関係-

岩 本 光 雄

節28回日本人塀学会日本民族学会

連合大会 (1974)

2)暑さに対するサルの生理的反応
岡田守彦･登倉尋実

原 文江･大沢 折

節8回入校働態学研究会 (1974)

3) 関節と足の運動からみたサル班の歩行

岡田守彦･木村 焚

石田英宍

第28回入獄民族連合大会 (1974)

4)霊長柄における歩行の筋電図による研究

石田英実･岡田守彦

木村 焚

筋28回人析民族連合大会 (1974)

5) サル四足歩行のもつ特徴について

木村 空軍･岡田守彦

石田英災

節28回人m民族迎合大会 (1974)

6) 霊長杭の｡コモーションの解析

岡田守彦･近礎四郎

妨4回脳波筋電図学会シソポジウ

ム ｢運動の解析｣ (1974)

7)テナガザル二足歩行の突放的研究
石田英実･岡田守彦

木村宍 ･R.Tuttle

節19回ブリマーチス研究会(1975)

8) 新世界ザルの起源

淡 辺 叡

yf28回日本人枚挙全日本民族学会

迎合大会 (1974)

9) 生体計抑こよるニホソザル地域個体郡の比較

法 辺 毅

印19回プリマーチス研究会(1975)

神経生理研究部門

久保田 琉･松波 謙一

酒井 正樹･三上 串允

研 究 概 要

1) 下側頭回の短期記位とニ&-ロン活動

三上串允 ･久保田蚊

本研究は,短期記憶がおこなわれるニューPソ機構を

知ることを第-の目標とする｡サルの遅延見本合せテス

I(赤及び緑の見本刺汲)を取り上げ,過去の破壊突放

でその場所の統合の活動がないとテストが正しく行えな

い場所 (下側頭回の吻側部)のニ>-Pソ活動を解析す
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る.さらに空間的田川記憶と関係ある的班的野叩外側部
のニューロン活動も記紀,下側iT-)1回のそれと比較する.

2) 前971的野の山力践Fl･-の研究

久保四成 ･松村辺-1)

従来前頭茶門外側部ニューロンは各位感党入力 を受
汁,行動に形苛を与える神経扱序を位性動物でしらべて

来た｡これの発展として,これら入力のうち視覚性入力

を取り上げ,そのうちのどのような性Tf(強 さ,受容

野,その他)のものが,どのような経路を経て,前頭柴

皮Tfのどのような細胞へ影響するかをしらべる｡

3) 迎劫コソい,-ルにおける左右の段位性について

松波謙一 ･浜田生馬1)

左右の手指,辛,腕の筋を主として使う随忠運動をア

カゲザルが行なった場合,右及び左の大脳皮Tf運動野の

ニューロソ活動のバターンを主として硯窮する{そして

①運動野ニューT,ソの同側及び対仰のJW運動への関-lj･な

しらべる｡②それらニューPソに対し,左右の皮TIを述

絡する脳梁を花党利放し形作をしらべる{さらに③記奴

と対8tTJの運動野を冷却して,可逆的段憶プT,ツタを起こ

した時の形巧をしらべる.

4)サルの前運動野の神経生理学的研究
柄 井 正 桝

大脳皮TI前運動野と祁足迅動野には随忠運動のコソト

p-ルにおけるMotor-programing械憶が存在してい

ると考えられるいくつかの証拠があるbしかし同部位に

おける細胞活動の研究はほとんど行なわれていない｡

アカゲザルに前腕の等尺性なバー把捉を一定の力で行

なあせた後に解放させ,この期問における同部位の細胞

の発射バターソの分析を行なっている｡また末的刺掛 こ

対する応答をみている.同時に同部位と頭頂連合野との

横倍的連絡についてしらべている｡

論 文

I)mghstein.S.M..Cohen,B.,andMatsunami,

K.(1974):Monosynapticprojectionsfrom

thepontinereticularformationtotheIIIrd
nucleusinthecat.BrainRes.75:340-344.2)

2)Rut)ota,冗..Iwamoto,T.,and Suzuki,H.

(1974):Visuokineticactivitiesofprimate

prerrontalneuronsduringdelayedresponse

performance.I.NcurotIhysl'oz.37:1197-1212.

3)Matsunami,K.,andCohen,B.(1974):Afferent

modulationofunitactivityinglobuspalliadus

andcaudatenuc一eus;Changesinducedby

vestibularnucleusandpyramidaltractstimu･

1) 大学院学生

2) 本研究所以外で行なわれたもの｡

lation.2)BraillRes.91:140-146.

4)Sakai.M.(1974):Prefrontalunitactivity

durir】gvisuallyguided一everpressiTlgreaction

inthemonkey.BraJ'TIRes.81:297-309.

5)Toyama,K･,Matsunami,K･,Ohno,T･,and

Tokaslliki,S,(1974):Anintracellularstudy

ofneuronalorganizationinthevisualcortex.

Extl.Bl･ainRes.21:45& .2)

6)Yumiya,ⅠⅠ..Kubota.K.,andAsanuma,H.

(1974):Activitiesofneuronsinarea3aof

thecerebralcortexduringvo一untarymovem･

entsinthemonkey.BrainRes.78:1691177.

7)久保LiJ奴 (1974):前頭菜機能の研究の神経生理学

的アブp-チ,生体の科学 25巻 :196-208.

8)久保門流(1974):三叉神経 運動ニューロソの皮質

性判子机 神経研究の進歩,18巻 :1CX38-1075｡.

学 会 発 表

1)MonosynapticreticulO-∝ular projectionsin

thecat.

Iiighstein,S.M.,Cohen,B.,andMatsunami,

K.Pr∝.International.Physiol.Soc.Vol.9,
175(1974).

2)Dentatenucleusandmotorfunctions.

Conrad.B.,Meyer･Lohman.J.,Matsunami,

K.,andBrooks.V.B.

Proc.InternationalりPhysiol.S∝.Vol.ll,

162(1974).

3)Ablation orsma一lcircumscribed portions

witbintheinferotemporalcortexandade･

1ayedmatchingtosampletask.

Ibuka,N.,Kubota,K.,andIwai.E.

AbstractsFifthCongressofthelnter-

national PrimatologiCalSociety.67168.

(1974).

4)PrefrontalneuronalorganizationoftlleVisuo-

motorcontrol.

Kubota,K.

ProceedingsoftheInternationalUnion

ofPhysiologicalSciences.Vol.10.44-45.

(1974).(ニューデT)一市で閃かれた約26回国際

生理学会における招待試訴)

5)Prerrontalunitactivityinmonkeysunder･

trainedwithdelayedresponse.

KisouRut)ota.,andShozoKojima.

XXVIInternationalCongressofPhysiolo･
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gicalSciemces.SatelliteMeeting M̀otor

System'(1974).

(ポソベイで開かれた第26回国際生理学会衛星

シソポジウム招待講演)

6)Suprasegmentalcontrolofmasticationand

swallowing.

KisouKubota.

Symposium"MasticationandSwallowing:

BiologicalandClinicalCorrelates".(1974).

(バンクーバーで開かれたシンポジウム招待講

t'ult')

7) Somatosensoryregulationinmotorcortex.

Meyer･Lohman,J.,Conrad,B.,Matsunami.

KりandBrooks,Ⅴ.B.

Proc.Internat.Physiol.Soc.γol.ll,162

(1974).

8) Feedback inputstoDeiters'nucleusfrom

neckextensormuscles.

Mikami,A.

ProceedingsofInternationalUnionPhy-

siologicalSciences.γol.ll,(1974).

9) 短期的視覚記憶と下部側頭回-遅延見本合わせ課題

と弁別学習一

井探允千 ･久保田放 ･岩井栄一

日本心理学会節誠回大会発表論文尖,

356-357(1974)

10)Go･Signalなしの遅延反応の時の前預窮ニューロン

活動

小嶋祥三 ･久保田鋭

日本心理学会筋38回大会発表論文JJS,

368-369(1974)

ll)退廷反応の未完全学習時における前頭前野ニューP

ソ活動について

久保田琉 ･小嶋祥三

日本生理学雑誌,36巻,284(1974)

12)ForcePulseに対する大脳運動野のユニット発火様

式及びそれに対する小脳歯状核冷却の影響

松 波 謙 一

妨21回生理学 中部談話会予稿集,20

(1974)

心理研究部門

主伏靖子 ･井探允子

浅野俊夫 ･小嶋祥三

研 究 概 要

1) スプリット ブレインにおける視覚情報伝達と反応
1) 久保田説 (神経生理部門)との共同研究

決定機構の研究t)

室伏靖子 ･南雲純治2)

視交叉,脳梁および前交連を切断されたアカゲザルの

光刺敦に対する反応時間は,光刺激が与えられる眼と反

応する手が同側の場合,いちじるしくおくれることが見

出された｡この事実を生じる要因として,知覚的抑制と

反応禁止が仮定され,それらを分離するための実験が行

なわれた｡

2)記憶のメカニズム

井 深 允 子3)

昨年度にひきつづき,視覚的短期記憶の生理学的背景

機構の解明を行なった.そして下部側頭回の放映が視覚

刺汲 (色)の遅延マッチングに特異的に形轡を持つこと

杏,条件性位置弁別反応との比較から,明らかにした｡

3) 払化スケジ31-ルの研究

浅野俊夫･E.Fantino4)
ニホソザルのtandem,secondorderスケジュール

での行動バターンについて扶討を加えた｡

4)行動と脳の関係についての研究
小 嶋 柑 三

学習行動とニューロンの活動との問の関係を枚附 し

た｡特に眼球位匿を行動的に制'mした条件下で現先刺故

のもつ物理的屈性,心理的 ･行動的屈性を変化させ,前

頭前野のニューPソ活動との対応関係を扱雷寸した｡

紐 鋭

1) 宝伏杓子 (1974):サルの行動に関する心理学的93

鹸法｡生体の科学,25:251-2550

論 文

1)坪内良博 ･浅野俊夫 ･水野浩一 (1974):稲作 と人

間,稲と良民 (市村英一嗣)｡pp.58-104｡京大東

南アジア研究センター｡

2)Ichimura,S.,K.Mizuno,Y.Tsubouclli,T.

Asanoandothers(1974):Thesocio･economiC

behaviorofpeasantsincentralJavaand

centralThailand.SoutheastOsianStudies12:

322-343.

学 会 発 表

1) 短期的視覚記憶と下部側頭回 :遅延見本合せ課題と

弁別学習

井探允子 ･岩井栄一･久保田競

日本心理学会節38回大会 (1974)

2)Ablationofasmallcircumscribedportion

oftheinferotemporalcortexunderdelayed

2) 文部技官

3) 昭和50年4月30日退職
4) 昭和49年度招聴教授
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